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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 バセドウ病患老血中には甲状腺を刺激するTSH受

容体に対する自己抗体が存在することが明らかとな

り，この抗体はバセドウ病の病因として重要と考えら

れている，この甲状腺刺激免疫グロブリン（以下TSI

と略）の測定法として近年単層培養細胞のcAMP産生

を指標とする方法が広く用いられている．しかし，甲

状腺細胞は甲状腺内において特異的な立体構造と細胞

極性を有しているため，それらが消失した単層培養細

胞と濾胞を形成している細胞では反応性が異なること

が考えられる．そこで正常極性を有する甲状腺濾胞の

培養系を確立し，単層培養細胞と比較検討した．また

この培養濾胞を用いて測定したTSIの臨床的有用性

を検討した．

 研究方法

 甲状腺濾胞培養は酵素処理によって得られたブタ遊

離甲状腺細胞を0，5％アガロースで処理したプラス

チックディシュで培養し，濾胞を再構築させることに

より行なった．cAMP産生反応は培地を低張性
Hanks液に変え，刺激物質を添加し2時間37℃で反応

さぜた．産生されたcAMPは抽出後ラジオイムノアッ

セイで測定した．13名の正常人，66名の未治療バセド

ウ病患老，1年以上機能が正常に保たれている27名の

バセドウ病患老血清よりIgGを抽出して測定に供し

た．また，これらの治療中の27名についてはT3抑制試

験を行ない131120分間摂取率を測定した．

 研究結果および結論

 培養濾胞を用いた系は3．3ないし10μU／mlのTSH

に有意の反応を示した．一方，単層培養細胞を用いた

系の感度は10ないし33μU／m1であり，同一甲状腺由来

の細胞を用いても常に濾胞の方が鋭敏であった．また

バセドウ病患者IgGに対するcAMPの増加率も常に

濾胞を用いた系で良好であり，17名の未治療バセドウ

病患者における検討では単層培養を用いた系では

TSIの検出率が52％にすぎなかったのに対して濾胞

を用いた系では17名全員にTSIが検出された．このよ

うに濾胞はTSHのみならずTSIに対しても良好に

反応することが判明した．66名の未治療バセドウ病患

者についての検討では89．4％で正常人lgGと比べ＝有

意の活性（TSI）が検出され，また機能が正常化してい

る患者ではT3抑制後の131120分間摂取率と濾胞にお

けるcAMP増加率が有意の相関を示した．このように

培養濾胞を用いたTSIの測定系は感度が良好であり，

バセドウ病の活動性を従来の方法よりよく反映してい

ると考えられる．

論 文 審 査 の 要 二

本論文はTSHやバセドウ病患者に存在する甲状腺刺激免疫グロブリン（TSI）の生物学的活性の測
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定にブタ甲状腺単層培養細胞系より甲状腺濾胞培養系の方が感度がはるかに高いことを示し，さらに

この系を使用すれぽ未治療・ミセドウ病患者の約90％にTSIを証明できる事， TSIの活性とT3抑制能

との間には強い相関があることを示したもので医学上価値あるものと認める．
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